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研 究 主 題

表現活動 を通 して考 える力 を養 うための指導法 の工 夫

1研 究主題設定の理由

平 成 元 年度 に学 習 指 導 要 領 が改 訂 さ れ、 そ れ に基 づ く新 しい教 育 課 程 が実 施 され て か ら四年

が 経過 した。 こ の間 、 社 会 の変 化 に主 体 的 に対 応 で きる能 力 を も った、 心 豊 か な人 間 の育 成 を

目指 し、 さ ま ざ ま な実 践 が 行 われ て きた。

本研 究 に 先 立 ち、 中 学 校 国 語 部 会 で は、 生 徒 の実 態 把 握 の た め に授 業 分 析 を行 った。 そ れ に

よ る と現 代 の 中 学 生 に は、 「根 拠 に基 づ い た意 見 が な か な か もて な い」 「自分 の 考 え を もた ず 、

教 師 や他 の生 徒 の 考 え に安 易 に追 随 す る」 「自発 的 に発 表 しよ う とす る意 欲 に乏 し い」 な ど、

思 考 力 や表 現 力 に不 足 す る と こ ろが あ る こ とが 分 か った。 これ は、 文 部 省 が 平 成 六 年 か ら八 年

に か け て行 った、 いわ ゆ る 「新 学 力 テ ス ト」 の結 果 と、 一 致 す る と ころ が 多 い 。 「新 学 力 テ ス

ト」 の結 果 で 、 現 行 の学 習 指 導 要 領 に基 づ く教 育 課 程 実 施 後 の中 学 生 の学 力 の傾 向 と して指 摘

さ れ た の は、 知 識 や計 算 力 に は優 れ て い るが 、思 考 力や表 現 力が不 足 して い る とい う ことであ っ

た。 特 に国 語 科 にお い て は、 「読 み取 った 内容 を 自分 で考 え、 言 葉 で伝 え る」 とい う点 に 弱 い

と い う分 析 も され て い る。

中学 校 学 習 指 導 要 領 は、 国語 科 の 目標 と して 「国語 を 正 確 に理 解 し適 切 に表 現 す る能 力 を高

め る」 「思 考 力 や 想 像 力 」 を養 う と示 し、 思 考 力 及 び表 現 力 の育 成 を重 視 して い る。 しか し、

前 述 した授 業 分 析 や文 部 省 の調 査 の結 果 は、 生 徒 た ち に これ らの 力 を 身 にっ け させ る た め の指

導 につ いて 、 ま だ ま だ改 善 の余 地 が あ る こ とを示 す もの で あ った。

以 上 の よ うな状 況 と、 本 年 度 研 究 員 の全 体 テ ー マ 「生 徒 の学 習意 欲 を 高 め、 「生 き る力 』 を

は ぐ くむ 指 導 法 の工 夫 」 を踏 ま え、 本 部 会 で は、 「考 え る力 」 の育 成 を 研 究 の 中 心 に位 置 付 け

る こ と に した。 問 題 を発 見 し、 把 握 し、 解 決 して い くた め に必 要 な 「考 え る 力 」 は 、 「社 会 の

変 化 に主 体 的 に対 応 で きる能 力 」 と して の 「生 き る力 」 に、 直接 っ な が る もの で あ ろ うと考 え

たか らで あ る。

また 、 そ の 「考 え る力 」 を身 につ け さ せ るた あ の手 段 と して、 本 研 究 で は生 徒 自身 の 表 現 活

動 を 随 所 に取 り入 れ る こと と した。 前 述 の よ うに、 表 現 力 の不 足 は生 徒 の現 状 で もあ る。 本来 、

音声 言 語 ・文 字 言 語 の いず れ に お いて も、 「表 現 す る こ と」 と 「考 え る こ と」 と は、 深 くか か

わ りあ って い る。 また 、 あ る ことが らに対 して根 拠 を 明 らか に しな が ら 自分 の考 え を 述 べ る 、

とい う表現 活動 自体 が 、 「考 え る力 」 の 育成 にた い へ ん 効 果 が あ るで あ ろ う と も考 え た 。 さ ら

に、 生 徒 自身 が 互 い に発 表 し、 聞 き合 うと い う主 体 的 な授 業 参 加 の形 態 を と る こ とが 、生 徒 の

学 習意 欲 を 喚起 す る こ と にっ なが るで あ ろ うと も考 え た ので あ る。

本 研 究 は、 教 材 とす る文 章 に よ って 文 学 的 文 章 班 と説 明 的 文 章 班 と に分 けて進 め る こと と し、

どち らの班 の研 究 も、 生 徒 一 人 一 人 が 自分 の考 え を 表 現 し、 ま た 人 の 考 え を 受 け取 る こ と で

「考 え る力 」 を養 った り、 向上 さ せ た り して い く こ とを ね らい と し、 指 導 法 の 改 善 ・工 夫 を 試

み る もの と した。
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皿 研究の構想

1基 本 的な考 え方

本年度教 育研 究員中学校 国語部会の研究 主題 は 「表現活動を通 して考え る力を養 うための指

導法 の工夫」 であ る。 この主 題 は、 自己教 育力の育成を いか に援助 して い くか とい う視点で定

めた ものであ る。

教育課程審議 会の答 申(昭 和62年12月)で は、教 育課程の基本 理念 と して 「豊かな心 を もち、

た くま しく生 きる人間の育成 を図 ること」 「基礎的 ・基本 的な内容 を重 視 し、 個性 を生 かす教

育 の充実 を図 ること」 「国際理解 を深 め、我が国 の文化 と伝統 を尊重 す る態度 の育成 を重視 す

る こと」 とともに、 「自 ら学ぶ意欲 と社会 の変化 に主体的 に対応で きる能力 の育成 を図 ること」

が示 されてい る。 これ は、変 化の激 しい社 会を生 き抜 くため には、 「自己教 育力 の育 成」 が重

要 であ るとい う考え方 に基 づ くものであ る。 さ らに中学 校指導書 国語 編(平 成 元年 文部 省)

で は、「これか らの社会 の変化 に主体的 に対応す るためには、深 い思考力、 正 しい判 断力 、適

切 な 自己表現力 な どの育成 が大切であ る。」 と、「自己教 育力」 の基盤 としての思考力、判断力、

表現力 の育成 の必要性 が示 されてい る。

また、平成8年 に中央教育 審議会 の第一 次答申が出 されて以来、生 涯を通 して社 会の変化 に

主体的 に対応 し、 た くま しく生 きる人 間の育成 を 目指 し、「生 きる力」 を は ぐ くむ教育 の充 実

が強 く求 め られてい る。特 に平成9年 度 にお いて は、少 年刑事事件 の低年齢化 と凶悪化の傾向

が み られ、社会 を揺 るがす事 件が多発 した ことにより、 青少年 の 「生 きる力」 の在 り方が論議

された ことは記憶 に新 しい。 「生 きる力」 は、学校 ・家庭 ・社会が、 それ ぞ れの役 割 を分担 し

た中で育成 してい くべ きことであ るが、学校、特 に思春 期の生 徒を対 象 と し、義務 教育の最終

段階 として生徒 を社会 に送 り出す役割 を担 う中学 校の果 た さねばな らな い役割 は大 きい。

中学校 の教育、 とりわ け国語教育 の中で育成 すべ き 「生 きる力」 とは何であ ろうか。多様 な

要素が考 え られ よ うが、 国語 とい う教科 の特性 を考慮 した場合、 それ は 「考え る力」で あると

い う結論 に達 した。人生 の中の様 々な局面 において、一 人一 人が冷静 に情報を収集 し、的確 な

判断 を下 してい くこと、 あ るい は他 の意見 を受 け止 め 自らの考えを より深めてい くこと等がで

きる とい うことが、生涯 を豊 か にた くま しく生 きる力その もので はない か と考 え たの で あ る。

そ して、国語 とい う言語 を扱 う教科 で育 て るべ き 「考 え る力」 とは、 「自 らの考 え ・立場 を

言語 を通 して構成 で きる力」 の ことであ ると位 置付 けた。 すなわち人間が 自 らの 「考え」を構

築す る場合、 その作業 の基本 は言語 であ り、 また 「考 え」 を推敲 し再 構築す る際の基本 も言語

で あるとと らえ たのであ る。 したが って状 況を分 析 した り、必要 な情 報を収集 ・分析す るため

の言語活動や、考 えを深 めてい く過程 での表現 と しての言語 活動 が 「考え る力」 の基本 に位置

す る ものと考え た。 このよ うな経過 を経 て、本研究 の中心 に 「考 え る力」 の育成 を位置付 けた

ので ある。

また、言語活動 の中 で も表現活動 に着 目し、 「考え る力」 を養 うため の手 だて とす るこ とに

した。表現 は能動的 な活動 であ り、生徒 が主体 的に取 り組 まねばな らな い。 表現活 動を重視す

ることは、「自分の考えを もたず、教師や他 の生徒 の考え に安易 に追随 す る」 とい う現 在 の中

学生の傾向 を改善す るのに、適切 な手段 であ ると思 われ る。
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「考 え る力 」 の育 成 に っ い て研 究 す る にあ た り、 本 分 科 会 で は 「考 え るカ 」 の 要 素 と して次

の5っ を想 定 した。

(1}情 報 を正 し く受 け取 る力

(2)必 要 な情 報 を分 類 ・選 択 す る力

{3>根 拠 に基 づ い て 自分 の 考 え を もっ 力

(4)自 分 の考 え を人 に よ りよ く伝 え る力

(5>他 の考 え か ら学 ん だ こ とを生 か し、 自分 の 考 え を深 め 、 総 合 的 に判 断 す る力

以 上 の5つ の要 素 が 有機 的 、 系統 的 に機 能 す る こ と に よ って 、 「考 え る 力 」 が 向 上 す る も の

と考 え た。 この5っ の要 素 はす べ て 言 語 能 力 と密 接 につ なが る もの で あ り、 豊 か な 言 語 活 動 、

と りわ け充 実 した 表現 活動 を 行 う こ と に よ り高 め る こ とが で き る と判 断 した。

ま た、 本 研究 主題 に 迫 るた め 次 の よ う な観 点 に留 意 して 、 研 究 を実 践 す る こと と した。

第 一 の観 点 と して、 「考 え る力 」 は考 え な けれ ば育 た な い とい う こ とを 原則 と して と らえ た。

す な わ ち 、授 業 の 中 で 生 徒 の 「考 え る力 」 を育 成 す る の な ら、 生 徒 が 考 え る場 面 と時 間 を保 障

す る とい う こ とで あ る。

や や もす る と教 師 は効 率 と い う観 点 で の み授 業 を計 画 しが ちで あ るが、 生 徒 が課 題 と対 峙 す

るた め の十 分 な場 面 と時 間 を 確 保 す る必 要 が あ る。 こ の場 こそが 、 生 徒 の主 体 的 に思 考 す る態

度 を は ぐ くみ、 生 徒 が 自 己 と向 き合 うこ と を可 能 に す る と考 え た の で あ る。

今 回 の 研 究 で は、 ワ ー ク シー ト等 を使 用 した文 章 表 現 やパ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ンの音 声 表 現

の場 を豊 富 に設 定 した 。 ま た その 際 、 教 師 は生 徒 に対 す る援 助 者 と して の役 割 を果 た す よ うに

心 が けた 。

第 二 の 観 点 は、 生 徒 が 考 え る た め の道 筋 を明 らか に して い く とい う こ とで あ る。 教 材 を通 じ

て生 徒 が 自 己 と対 峙 で き る環 境 を、 教 師 が授 業 の 中 に設 定 して い く こ とが必 要 で あ る。 説 明 的

文 章 は もち ろん 文 学 的 文 章 に お いて も、 文 章 の叙 述 に即 し、読 み解 くため のア プ ローチ の方 法 ・

方 向 ・目標 設 定 な ど、 教 師 が 援 助 者 と な って、 生 徒 の思 考 の道 筋 を助 け る こ とが 大 切 だ と考 え

たの で あ る。

した が って 、 生 徒 が 考 え を整 理 しや す い ワー ク シー トの工 夫 や、 発 表 メモ へ の ア ドバ イ ス等

も欠 か せ な い もので あ ろ う と考 え た。 授 業 の 中 で は、 ワー ク シー トを前 に して 、 ど う考 え た ら

よ いの か 分 か らな い ま ま漠 然 と時 間 を過 ご して い る生徒 が い るが、 この よ う な 生 徒 に、 「～ と

比 較 した らど うか 」 「～ か ら類 推 で きな いか 」 等 の 助 言 をす る こと に よ っ て 、 考 え る道 筋 が で

きる場 合 も多 い と考 え た の で あ る。

以 上 の観 点 に基 づ き、 本 年 度 は説 明 的文 章 班 と文 学 的 文 章班 と に分 か れ 、 そ れ ぞ れ の 文 章 の

特 色 を生 か しなが ら、 指 導 法 の工 夫 を重 ね た。 生 徒 一 人 一 人 の 表 現 活 動 を 充 実 させ なが ら、 複

数 の表 現 活 動 を授 業 の中 で連 携 ・機 能 させ る こ とに よ り、r考 え る 力」 を 育 成 して い こ う と試

み たの で あ る。
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2研 究 の 方 法

本 研 究 で は、 説 明 的文 章 と文 学 的文 章 を教 材 と した。 また、 研 究 の組 織 と して は、 説 明 的文

章 班 と文 学 的 文 章 班 との二 っ の研 究 グル ー プ を編 成 し、 そ れ ぞ れ に 指 導 法 の工 夫 ・改 善 を試 み

る こ とに した。

○ 説 明 的 文 章 班

主 な教 材 と して、 一 人 の人 間 の生 き方 を 中心 に、 環境 問題 にっ いて も述 べ た 「ピー ター ラ ビ ッ

トとナ シ ョナ ル トラス ト」(諏 訪 」)を 選 定 した。

自作 教 材(学 習 プ リン ト、話 合 い ・発 表用 メモ カ ー ド等)

○ 文 学 的 文 章 班

登 場 人 物 の立 場 や状 況 ・人 間 関係 に っ い て読 解 を深 め 、共 感 で き る作 品 と して 「子 馬 」(ミ

ハ イ ル ・シ ョー ロ ホ フ)を 選 定 した。

研究 の方法 と して は、前 述の基本的な考え方 に立 ち、生徒の実態調査 の実施 とその結果 の分

析、文献研究、授業研究、 研究協議 によって研究 を進め る ことに した。 その際、特 に次 の点 に

留意 した。

(1)生 徒 の実態調査

国語 の学習指導上 の課題 と して、生徒が 自 らの考えを もち、 自発的 に発表 しよ うとい う態度

が十分 に育 って いな いことが指摘 されて いる。本研究で は、 ワーク シー トへ の個 々の取 り組 み

の状態、 グループ討議 やパ ネルデ ィスカ ッシ ョンで の生徒 の状況 を観察 し、学習活動 の状況 の

把握 に努 めた。 また 「考え る力」 にっ いての意識を把握す るために実態調査 を行 い、 その分析

結果 を指導 目標や指導 方法 に反映 させ た。学習後に も同様に実態調査 を行い、生徒の学習状況 ・

達成度等 の実 態を分析 し、 考察 した。

(2)文 献 の研 究

文献 について は、研 究主題 にかかわ る出版物、先行研究事例な ど、で きる限 り広範囲 にわたっ

て資料 を収集 し、研究 を深め た。特 に 「考え る力」 を育成す る指導 に関 す るものは、詳細 に分

析 ・検討 した。

(3)指 導 法の工夫

次の点 に留意 した授業実践 を行 い、学習後 の実態調査 によ って生徒 の変容 を把握 した。

① 生徒一 人一人が、「考 え る力」 を深 めてい くことので きる場 を授 業 の中 に意 図的 に取 り

入れ る。

② 授業の中で、表現 と理解が相互 に機能 し合 うよう、 グループ討議やパネルデ ィスカ ッショ

ン等を行 う。

③ 学 習の 目標 を達成す るために、学習 の手順 を明 らか に し、援助 の方法 を工 夫 し、補助教

材 ・教具 ・学習 プ リン ト等 の効果的 な活用 を図 る。

④ 「考え る力」 を高 めるために、多様 な 「考 え る機会」 を 日常 の授業の中で計 画的 に生徒

に与え る。
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皿 説明的文章班

1研 究 の ね ら い

説 明 的 文 章 の指 導 は、 要 旨 を と らえ た り、 文章 の構 成 を 理 解 した り、 言 葉 の 意 味 を 理 解 した

り と多 岐 にわ た って い る。 そ して学 習 の 中心 は読 解 で あ る こ とが多 か った。 しか し、 これ か ら

の社 会 の 変 化 に主 体 的 に対 応 して い くた め に は、 論 理 的思 考 力 や正 しい判 断 力、 適 切 な 自 己表

現 力 な どの育 成 が 不 可 欠 で あ る。 「表現 す る こ と」 は 「考 え る こ と」 にっ な が る。 「表 現 す る」

た め に は情 報 を 取 捨 選 択 し、 根 拠 に基 づ い た意 見 を もた な け れ ば な らな い。 さ らに、 他 者 に対

して分 か りや す く伝 え る方 法 を 工 夫 す る こ と に よ り考 え を一 層 深 め る こと もで きる。 この よ う

に表 現 活 動 を通 す こ とに よ り、 考 え る力 を 養 う学 習 が 効 果 的 にで き る と考 え た。

説 明 的 文 章 班 で は、 論 理 的 に構 成 され て い る文 章 を 教 材 と し、 考 え る力 を養 うた め の指 導 法

の 工 夫 にっ いて 研 究 した。

研 究 に先 立 ち、 生 徒 の実 態 調 査 を行 い、 そ の結 果 を分 析 し考 察 した。 自分 の意 見 や考 え を も っ

て いて も授 業 で は なか なか 発 表 で きな い と答 え る生 徒 が 多 か った。 そ の理 由 と して 、 以 下 の よ

うな点 が 挙 げ られ て い る。

・ 「自信 が な い
。」

・ 「人 前 で意 見 を言 うの は恥 ず か しい
。」

・ 「自分 の 考 え て い る こ とを 、 上 手 に ま と め られ な い。」

ま た、 自分 の考 え を深 あ、 根拠 に基 づ い た意 見 を もっ た め に は以 下 の よ うな こ とが必 要 で あ

る と考 え る生 徒 が多 い。

・ 「文 章 を よ く読 む こ と。」

。 「筆 者 や 自分 、 周 囲 の人 な ど、 い ろ い ろ な視 点 か ら考 え る こ と。」

・ 「自分 の 考 え を 自分 の言 葉 で表 現 す る こ と
。」

・ 「話 合 い の 中 で お 互 い に意 見 を発 表 し合 う こ と
。」

・ 「他 の 人 の意 見 を 聞 いて 、 自分 に足 りな い もの を取 り入 れ て い く こ と。」

この よ うに、 生 徒 自身 は 自 らの 力 を 冷 静 に分 析 して お り、 学 習 へ の意 欲 も感 じられ る。 また

教 師 か らは、 「生 徒 が 自分 の意 見 を もて な い」 「考 え を深 め る力 が 不 十 分 で あ る」 と い う指 摘 が

多 くあ り、 日常 の授 業 の工 夫 と計 画 的 な 指 導 の 必 要 性 が 明 らか に な った。 そ こで、 自分 で 考 え

た こ とを 意 見 と して書 い た り話 した りす る表現 活 動 を 通 して 考 え を 深 め、 根 拠 の は っ き り と し

た 意 見 を 発 表 させ る た め の指 導 を 中心 に、 次 の方 法 で 研 究 を 進 め た 。

(1)多 様 な 考 え を もっ ことが で きる教 材 を選 ぶ こ とで 、 自分 の課 題 を 見 っ け させ る。

(2}小 集 団 に よ る話 合 い の 中 で、 自分 の考 え を発 表 す る機 会 を多 く設 定 す る こ と に よ って 、 積

極 的 に考 え させ る。

(3}他 者 の意 見 ・考 え を 検 討 し、 自 らの意 見 を深 め る た め の過 程 を繰 り返 す こ と に よ って 、 考

え る力 を養 う。

(4)自 分 の考 え を表 現 す る方 法 と して 意 見 文 を 書 か せ る。

(5)「 考 え る力 」 を高 め るた め の トレー ニ ング用 ワ ー ク シー トを 作 成 し、 計 画 的 に ト レー ニ ン

グを 行 う。
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2指 導 の実 際

(1)【 研 究 テ ー マ との 関 連 】 本 研 究 にお いて は、 「表 現 活 動 」 を以 下 の二 っ と して と らえ た。

① 文 章 表 現 活動 〔ワ ー ク シー トの記 入 ・意 見 文 の 作 成 〕

・ 事 前 に、 筆 者 の もの の と らえ 方 や 考 え 方 に対 して 、 自分 の 意 見 や 考 え を もつ 練 習 をす

るた め に、 新 聞 投 書 な ど を用 い た トレー ニ ング用 ワ ー ク シー トに記 入 す る。(プ リン ト

1)

・ 課 題 解 決 の た め の グ ル ー プ討 議 及 び最 終 的 な意 見 文 作 成 を 念 頭 に置 いて 、 ワ ー ク シー

トに記 入 す る。(プ リン ト2・3)

。 グル ー プ 討 議 お よ び発 表 か ら得 た 意 見 や 考 え 、 感 想 を意 見 文 と して 書 く。(プ リ ン ト

5)

② 音 声 表 現 活動 〔グル ー プ討 議 ・発 表 〕

・ 課 題 解 決 の た め に グ ル ー プで 討 議 をす る。

・ 討 議 結 果 の 発 表 を す る。

以 上 の 表現 活 動 を 通 した 「考 え る力 を養 う学 習 」 と して 、 以 下 の 指 導 案 を 設 定 した 。

② 【教 材 】 『ピー タ ー ラ ビ ッ トと ナ シ ョナ ル トラ ス ト』

(3)【 教 材 観 】 環境 保 護 へ の 意 識 と具 体 的 取 り組 み の 要 素 を含 む 説 明 的 文 章 で あ る。 本 教 材 の

特 色 は、 環境 問題 に限 らず 、 一 人 の 人 間 の 生 き方 にっ いて も書 か れ て お り、 生 徒 一 人 一 人

が 多様 な 視点 か ら考 え を 深 め る こ とが で き る と こ ろ に あ る。 多 様 な視 点 を もっ て文 章 を読

む力 は、 生 涯 に わ た って の読 書 能 力 と して も欠 か せ な い もの で あ る。 す なわ ち、 本 教 材 に
　

お ける学 習 は、説 明的文章 に限 らず、他の形式の文章 を学習す る場合 に も応用が で きる も

のであ る。

(4)【 指導 目標】

① 自分の興 味 ・関心 に応 じた情報を、文章か ら読み取 る力 を養 う。

② 文章 か ら読み取 った情報を基 に、根拠を明 らか に した上で、 自分 の意見や考 えを もっ力

を養 う。

③ 話 合い及び発表を通 して、 自分の意見や考えを深 める力 を養 う。

④ 意 見文 を書 くことを通 して、 自分の意見や考えを深 める力 を養 う。

(51【 指導計 画】7時 間扱 い

く事前指導〉 新 聞投書 な どを用 い、筆者の ものの と らえ方や考え方 に対 して、 自分 の意見

や考 えを もっ練習を させてお く。(プ リン ト1)

指 導 計 画 の 中 の(1)～(5)は 、 下記 に 示 す 「考 え る 力 」 の要 素 の こ とで あ り、 該 当 す る

「次 」 の 学 習 活 動 に よ って主 に身 に っ け られ る力 を記 号 で表 して い る。

(1)情 報 を 正 し く受 け取 る力

② 必 要 な情 報 を 分 類 ・選 択 す るカ

(3)根 拠 に基 づ いて 自分 の考 え を もっ 力

(4)自 分 の 考 え を 人 に よ りよ く伝 え る力

⑤ 他 の 考 え か ら学 ん だ こと を生 か し、 自分 の考 え を深 め、 総 合 的 に判 断 す る力
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〈 第1時 〉(1)(2)(3)

① 学 習 計 画(!～5次)の 確 認 を す る。 ② 全 文通 読 を す る。 ③ 気 付 い た こ と ・

疑 問 ・興 味 ・関 心 ・取 り組 み た い こ とを本 文 で チ ェ ック し、 課 題 発 見 メモ(プ リン ト

2)に 記 入 す る。 ④ 課 題 設 定(個 人)を す る。

〈第2・3時 〉(1)(2)(3)(4)(5)

① 課 題 発 見 メモ を基 に課題 別 グル ー プ を作 る。 ② グル ー プ ご と に課 題 設 定 の た めの

話 合 い をす る。 ③ 課 題 にっ い て 、 教 科 書 を主 と した資 料 の読 み取 りか ら、 グ ルー プ

と して の意 見 ・考 え を ま とあ る。 ④ グ ル ー プ発 表 の 内 容 ・方 法 等 の話 合 い を す る。

〈 第4・5時 〉(1)(3)(4)(5)

① グ ル ー プ ご とに ま とめ た意 見 ・考 え を 発 表 す る。 ② 他 の グ ル ー プ の 発 表 を 聞 き、

発 表 内 容 の 要 約 お よ び 自分 の意 見 や考 え、 感 想 を書 く。

〈第6時 〉(3)(4)(5)

① 前 時 ま で の学 習 を踏 まえ、 意 見 文(350字 程 度)(プ リン ト

〈第7時 〉(4)㈲

① 教 師が事前 に選 んだ意見文(課 題 ごとに学年か ら3点 程度。各 自配布。)を 各 自で読

む。 ② ① に対 す る感想文(200字 程度)を 書 く。

(6)【 評価 の観点 と方法】

〈観点〉 ・自分 の興味 ・関心 に応 じた情報 を、 文章か ら的確 に読 みと ったか。

・根拠 を明 らかに した 自分 の意 見や考えを もったか。

・話合 いおよび発表 を通 して、 自分 の意見や考えを深め る ことがで きたか。

・意見文 を書 くことを通 して、 自分の意見や考えを深め る ことがで きたか。

〈方法〉 ・机間指導 ・ワー クシー トの評 価 ・自己評価 カー ドの評価 ・作文 の評価

(7)【 毎次 の学習 目標 および指導展 開】

《目標》〈1次 〉 ① 本教材 の学習 目標およ び学 習の流れを理解す る。

② 個人 ごとに課題 を立 て る。

〈2次 〉 ① 課題 ごとの グル ープを作 る。

② 話合 いによ り、 グループの課題を決定す る。

③ 話合 いによ り、 グループ と しての意見や考え を決定す る。

〈3次 〉 ① グループの意見 や考 えを分 か りやす く発表す る。

② 他 の グループの意見 や考 えを聞 き、 自分の意見や考え を深 め る。

〈4次 〉 ① 前次 までの学習 を踏 まえ、 意見文を書 く。

〈5次 〉 ① 他 の意見文 を読 み、 自分 の意見や考えを深 める。
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《展開》

〈2次 〉(第2・3時)

学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

導
前時 の学習 の確認 前 時の学 習の確認 をす る。

入 本時 の目標 ・流 れの確認 本 時 の 目標 ・流 れ を確 認 す る。

課題(前 時 に各 自で設定 「課 題 発 見 メモ」*1に 基 づ *1前 時 に各 自で課 題設定

した もの)ご とに グル ー い た グル ープ に分 か れ る。 を行 う際 に記 入 した もの。 そ

プ分 け ① 「課題別 グループ表」 の際、参 考 とさせた内容 は下

*2で 所 属 グル ー プ の確 認 を 記 の通 り。

す る 。 【課 題 の種 類 】 〔a.本 文 か

ら必要 な情報 を読 む。b.本

文 と、 本文以外の資料 か ら必

展
要 な情 報 を 得 る。c.情 報 と

して得 た事実 に対 す る疑問を

解 決 す る。d.新 た に 得 た 情

報 と、 す で に知 って い る情 報

とを 比 べ、考 え合 わ せ る。e.

筆者 の もの の と らえ 方 、 考 え

方 に対す る疑 問 を解決 す る。

f.筆 者 の 考 え に 対 して 根 拠

を明 らか に して 自分の考え を

も つ 。〕

【課題】

1.ピ ー タ ー ラ ビ ッ ト

2,イ ギ リス の湖 水 地 方

開 3.ポ タ ー の 生 き 方

4.ナ シ ョ ナ ル ト ラ ス ト

*2前 時回収の 「課題発見

メ モ」 を 基 に あ らか じめ教 師

が(学 習状況 も考慮 して)グ

ル ープ分 けを して お いた もの。

② 人数調整 をす る。
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課 題 設 定(グ ル ー プ) グル ー プ ご とに課 題 設 定 の た 話合 いの進 め方 につ いて全体

め の話 合 い を す る。 指導 とグループへの援助を行

① 司 会 ・記 録 係 を決 め る。 う 。

(以 下 、 「課 題 ま と め プ リ ン *3記 録係以外 の生徒 はメ

ト」*3(プ リ ン ト3)に 記 モ程度 の記入 をす るよう指示

入 しなが ら話 合 い を進 め る。) をす る。

② 以 下 の ω(-r)を 通 して 個人 で設定 した課題 を包括 し

展 グ ル ー プ と して の課 題 設 定 を た内容 の課 題設 定 を させ る。

す る 。 (読 ん だ り調 べ た り して す ぐ

(ア)本文 か ら必 要 な情 報(事 に解決 で きる課題 を設定 しな

実 ・筆 者 の 考 え ・も の の い よ うに助 言 す る。)

と らえ方 等)を 読 み取 る。
*4事 前 に課題 に関す るも

(-r)本 文 以 外 の資 料*4か ら
の を教 師 が 用 意 。 ク ラス に常

必要 な情報 を読 み取 る。
備 し、国語係が管理 するよ う

課 題 解 決 グル ープ ご と に課 題 解 決 の た 指 示 をす る。

め の話 合 いを す る。 記録係 は次 の点 を 「課題 ま と

① 以 下 の(ア)(イ)を 通 して め プ リ ン ト」 に明 記 す る よ う

課題解決 をす る。 指 示 をす る。

(ガ 本 文及 び資料 か ら必要 な (本 文 か らの 情 報 に は ペ ー ジ

情 報(事 実 ・筆 者 の考 え ・ 数 及 び行数。 本文以外 の資料

もの の と らえ方 等)を 読 か らの情 報 に は出 典 、 ペ ー ジ

み 取 る。 数 及 び行数。)

開 (-r>本 文 お よ び 資 料 か ら得 た グル ープ ごとに机間指導をす

情報 を基 に、〔感想 ・疑問 ・ る 。

意見 ・推 測 ・考 え た こと ・ ・読 み方 や資料 選 びの助言を

わ か っ た こ と ・気 が 付 い
ノー,

イ丁 つo

た こ と〕 な どを 出 し合 う。 ・活 動 が滞 って い る グル ープ

へ の援 助 を行 う。

② 発 言 メモや発 表用 資料 *5図 表等。適宜 助言 を行

*5を 作 成 す る。 う 。

ま 自 己 評 価 自 己評 価 表(プ リン ト4)に 本時の取 り組みを振 り返 らせ、

記 入 す る。 次時 に生 かす よ うに指示 をす
と

る 。

め 次時 の学習 の予告 次時の学 習 の確認 をす る。
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トン(プ リ

考
え
る

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

第

一
回

『
書

い
て
あ
る

こ
と
を
的
確

に

つ
か
む

そ

の

一

～
文
末
表
現

に
気
を

つ
け
よ
う
』

「

、
ヒ
、
贈
、
ー
、
ー
、
ー
、
馳
、
塵
、
麹
、
ー
、ー

、ー

、ー

、ー

、馳

、亀

、亀
、
瞥

、ー
、
ー
、
ー
、
ー
、ー

、
ー
、ー

、ー

、亀

、塵

、1

、麩

、亀

、韓

、暫

、儲

、塵

、一

馴
こ
の

『
考

え

る

ト

レ

ー

ニ
ン
グ

』

は

、

み

な

さ

ん

に

副

勤

一

文

章

を

読

ん

だ

り

、

話

を

聞

い
た

り

し

た

と

き

、

書

き

手

や

話

し

手

の

い

い

た

い

こ
と

を

的

確

に

読

み

と

副

ノ

ノ

醒

り

醒

ノ

ノ

醒

二

そ

れ
に
対
し

て
み
な
さ

ん
自
身
が
、
自

分
の
意
見
を
、

し

つ
か
り
と

し
た
根
拠

を
も
と

に
も

て
る
よ
う

に

醒

ノ

ノ

醒

す

る

醒

ノ

ノ

9
と

い

う

こ
と

を

目
的

と

し

て

行

う

も

の
で

す

。

一
回

"
回

の
課

題

は
、

ど

れ

も

簡

単

な

も

の

で
す

が

、

繰

り

返

し

8

ノ

ノ

眉
繰

り

返

し

取

り

組

む

こ
と

で
、

カ

を

養

っ
て

い
き

た

い

と

思

い
ま

す

。

み

な

さ

ん

も

、

毎

回

の
課

題

に
真

剣

に

取

層

耀
り
組

ん

で

下

さ

い

。

眉

曜
馳
、馳

、馳

、馳

、馳

、髄

、亀

、亀
、
亀
、
馳
、
唾
、
糎

、
聖
、
蟹
、
廼
、
亀
、馳

、馳

、馳

、馳

、亀

、難

、亀

、糎

、亀
、
唾
、
亀
、
馳
、
馳
、
馳
、
亀
、
馳
、馳

、馳

、亀

」

第

…
回
目

は
、
右

に
あ
げ
た
目
的

の

一
に
関
す

る
こ
と

で
す
。

あ

る
文
章

を
読
ん
だ
と

き
、
書
き
手

の
最

も

い
い
た

い
こ
と

は
ど
ん
な

こ
と

か
、
と

い
う

こ
と
を

つ
か
む
た

め
の
、

大
き
な
手
が

か
り
に
な

る
も

の
に
、
『
文
末
表
現
』
と

い
う
も

の
が

あ
り
ま

す
。

文
章
は
、

い
く

つ
も
の
文
の
集

ま
り
で
す
。
そ

の

一
つ
一
つ
の
文

の
、
終
わ
り

の
言
葉
に
注
目
す

る
の
で
す
。

あ
る
文
章

の
中

の
あ

る
文
が
、

～

す

る

べ

き

だ

。

～
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

な

ど

で
終

わ

っ
て

い
た

ら

、

要

注

意

で

す

。

な

ぜ

な

ら

、

に
な

な
役
割
を
担

っ
て
い
る
場
合

が
多

い
か
ら
で
す
.

～
が
重

要
で
あ
る
。

～

だ

と

考

え

る

(
思

う

)
。

こ
の
よ
う
な
表
現

で
終

わ
る
文
は
、

そ
の
文
章

の
中

で
重

要

【
課
題

一
】
各
文

の
文
末
表

現
に
注
意
し
な
が

ら
、
次

の
文
章

を
読

み
、
筆
者

の
考

え
や
意
見

に
当
た
る
部
分

…
カ
所

に
傍
線
を

つ
け
な

さ
い
.

私
は

、
学

校

の
授
業

の
時

間
数

を
、
も

っ
と
少

な
く

す
る

べ
き
だ

と
思

い
ま
す
。

勉
強

が

で
き

な
く

な

っ
て

し
ま
う

と

か
、
暇

に
な

っ
た

し
ま

う
と

か
、
そ

う

い
う

反
論
も

あ
る

か
も

し
れ
ま
せ

ん
。

で
も
私

は
、
今

の
中

学
生
は

忙

し
す
ぎ

る
と
思
う

の

で
す

。
朝

は
部

活
の
朝

練

か

ら
始
ま

り
、

そ

の
後

た

っ
ぷ

り
六
時

間

の
授

業
が

あ

り
ま

す
。
放

課
後

は
委
員
会

や
部

活
が

あ
る

し
、
私

は
行

っ
て

い
な

い
け

れ
ど
、

帰

っ
て
か
ら
塾

に
通

っ
て

い
る
友
達

も

け

っ
こ
う

い
ま

す
。
部

活
や
委

員
会

も
大

変

だ
け

れ
ど
,
ど

れ

も
自
分

の
た
め

に
な

っ
て

い
る
、

と

い
う

実
感

が
あ

り
ま
す
."
し
か

し
授
業

の
方

は
、
正

直

に
言
う

と

、
『
何

で

こ
ん
な

こ
と

を
勉

強

し
な

け
れ

ば

な
ら

な

い
ん
だ
ろ

う
?
』

と
感

じ
る
も

の
も

あ
り
ま

す

。
ど

の
教
科

の
先
生

も
、
自

分

の
教
科

の
大

切
さ
を

熱

心

に
説
明

し
て
下
さ

い
ま
す

。

で
も
、

そ

の
場
で
は

わ

か

っ
た
よ

う
な
気

は
し

て
も
、

何
か
納

得

し
き
れ
な

い
も

の
が
残

り
ま
す
。

本
当

に
す

べ
て
が

必
要
な

こ
と

な

の
で

し

ょ
う
か
。
勉

強
す

る
内
容

を
も

う
少

し
減
ら

し
て
、

そ

の
分

余
裕
を

持
ち
た

い
。

私
は
今

、
そ

う
思

っ
て
い
ま
す
、

2)

 

トン(プ リ

譲

窪
菊齢撃

協
輝

.

`

,
ノ

ざ肇

欝
鐸
事

ー

藷
鐸
しレ

霧

腰
糊
欝
鐵
貯
・

難

ー

ま
ゑ
りく
ぎ

"財
甲溜

覇

.
飛

ぞゆ
ち
な
ヤじなへ

き
セ獣

爆

熱
縫

脳罎
聾

叢

ー
ー

,ー

鵬

響

欧悔ダ

讐
ぐ

籔 `

い

＼

オ
7

、

ド

瓶』

ガ
繹訟

γ
曳罫副

塗懸

 

謙
鷹
鰭
見
メ
モ

二

年

(

)

組

(

)

番

氏

名

(

)

前進人左疑

にめのに鴫

出'グ 記 を

雛
フをにを下こ

ビしグ作さと

、ツまル つい

トす!て 。興

としブ話共味

ナで し通 ・
シの合の関

ヨ意
つ課心ナ

見た題 をル

瑠 賛
つ フポ ベ て

た ス1たそ

艦
め習 ～
・を四璽

 

〔
な

ぜ

疑

問

に

思

っ
た

の

か

。

を

も

っ
た

の

か

。
〕

ま

た

は

、

な

ぜ

興

味

・

関

心

一ii



3)(プ リ ン ト

課
題
ま

と
め
プ
リ
ン
ト

二
年

(

)
紐

(

)

グ

ル
ー

プ

【

課
題
】

「
英
国
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・

ト
ラ
ス

ト」

【

メ
ン
バ

ー
氏

名一

A

B

C

D

の
保

存
物

(
建
物)

に
つ
い

て

《

テ

キ
ス

ト
・

資
料
か
ら
読

み
と
っ

た
こ
と、

調
べ

た
こ

と
》

・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ト
ラ
ス

ト
↓
}

八
九
五
年
に
英

国
で
歴
史
的

遺
物
や

自
然
を

破
壊
や
乱
開
発
か
ら
守
り、

後
世
に
残

す
こ

と
を

目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た.、

歴

史
的
建
造
物
二

〇
〇。

英
国
式
庭
園
一

六
〇。

歴
史
的
産

業遺

構
二
五。

・

カ

ン

ト
リ

ー
ハ

ゥ
ス

↓

「

田

舎
の

家」

と

な

る

が
、

イ
ギ
リ
ス

で
は、

も
と

も
と

は
貴
族
な
ど
が
領
地
に
構
え
る
大

邸
宅
の
こ
と
を
い

う。

中
世
か
ら
二

十
世
紀
に
建
て
ら
れ
た

も
の
ま
で、

そ
の

数
は
き
わ
め

て
多
い
。

な
か
に
は、

い
ま
だ
に

そ
の

持
ち
主
が
住
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
が、

多
く
の

家
は
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・

ト
ラ
ス
ト
が

管
理
し
て
い

る,

{

使
っ

た

資
料}
・

先
生
か
ら

も
ら
っ

た
プ
リ
ン
ト
3
の
2
「

ナ
シ

ヨ

ナ
ル
・

ト

ラ
ス

ト

に

つ

い

て
一

よ

り

・

ナ

シ
ョ

ナ
ル
・

ト

ラ

ス

ト

の

イ

ン

タ

ー

ネ
ッ

ト
よ

り

・
「
イ

ギ

リ

ス
」

小

池

滋

よ

り

・
「

イ

ギ

リ
ス

中央

ヨ

ー

ロ

ッ

パ
」

ベ

ル

テ
ル

ス

マ

ン

社

よ

り

《

話
し
合
っ

た
こ
と
》

・

カ

ン

ト

リ

ー
ハ

ウ

ス

は
、

他
に

ど

ん

な

も
の

が

あ

る

か
。

(
A
)

・

建
物
は
何
年

も
前
に
建
て
ら
れ
た
の
に、

き
れ
い

に
残
っ

て
い

る
の
か。

(
B)

・

建

物

内

は

見

学
す

る

こ

と

が

で

き
る

の

か.、

(

C
)

・

日
本
に

も
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・

ト
ラ
ス

ト
が
保
管
し
て
い

る
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば、

も
っ

と

昔
の

人
の

生
活
が
わ
か

る

と

思う

。

(

A
)

・

日
本

も
イ
ギ
リ
ス

の
よ

う
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ト
ラ
ス

ト
の

活
動
が
さ
か
ん
に
な
る
と
い
い
と

思
う..
(

B
)

・

ナ
シ
ョ

ナ
ル
・

ト
ラ
ス
ト
で

管
理
し
て
い
る

建
物
に
は
人

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら、

観

光
施

設
と

し
て

と
て
も
い

い

し
、

歴

史

も

分

か
っ

て

い

い

と

思

う。

(

C
)

・

日

本

で

も

ナ

シ
ヨ

ナ

ル
・

ト

ラ

ス

ト
の

規

模
を

も
つ

と

大

き

く

し

た

い.

(
D
)

・

イ
ギ
リ
ス

は
今

も
活
動
が

盛
ん
で、

歴
史
的
建
造
物
が
…

般
の

人
々

に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
の

で、

そ
の

時
代
が
分

か

る

の

で

い

い

こ

と

だ
。

(

B
)

・

ナ
シ
ヨ

ナ
ル
・

ト
ラ
ス
ト
の

守
っ

て
い
る

建
造
物
の

お
か
げ
で、

緑
が
多
く、

見
る
者
の

目
を

楽
し
ま
せ

て
く
れ
て

観

光
に
も
よ
い。

(
D
)

《

グ
ル
ー
プ

と
し
て
の

意
見

》

・

ナ
シ
ヨ

ナ
ル

ト
ラ
ス

ト
を

も
っ

と

多
く
の

人
に
知
っ

て
も
ら
い

た
い。

・

日
本
に
は
ビ
ル

な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て

環
境
破
壊
が
問
題
と
さ
れ
て
い

る
の
で、

ナ
シ
ョ

ナ
ル

ト
ラ
ス

ト
の

よ
う

な

も
の
が
あ
る
の
は
と
て

も
い
い
こ
と
だ、

・

イ
ギ
リ
ス

は
今
も

活
動
が
盛
ん
で、

歴
史
的
建

造
物
が、

一

般
の

人
々

に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で、

そ
の

時
代
が

分
か
る
の
で、

い
い
こ
と
だ。

5)(プ リ ン ト

『
ピ
ー

タ
ー

ラ
ビ

ッ
ト
と

ナ

シ

ョ
ナ

ル
ト

ラ

ス
ト
』

作

文
用

紙

・
年
口

組
口

・

『ビ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ツ
ト
と
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
』
を
読

み
、
情
報
収
集
を
し
た
り
、

し
た
結
果
の
、
あ
な
た

の
意
見
や
考

え
を
書

き
な
さ

い
。

た
だ
し
、
次

の
条
件
を
満
た
す

よ
う

に
す
る
。

1

を
書
く
。

VN皿II

考
え
を
さ
さ
え
る
根
拠

(事
実
や
具
体
例
な
ど
)

長
さ
は
三
五
〇
字
に
近
づ
け
る
。

誤
解
の
な

い
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
を
め
ざ
す
。

読
み
や
す

い
よ
う
に
字

の
濃
さ
に
気
を

つ
け
る
。

三
〇
分
以
内
に
書
き
上
げ
る
。

話

し
合

っ
た
り

題

肇

者

ハ
〉
吟
気
魅

う

と
蜂
煮
ハ
形
養

餐

い
悶
題

名
故

辱
者
ば

こ

の

氏

卑
乞

書
h

セ

の

嚇
舳

乏

れ

は

乏

1

7

と

ボ

9

1

と

フ
マ/

a

ブ

ル

ト
唱

フ

ス、

ト

K

魅
カ

乞

終
じ

睾

秘

う

で
之ノ

・

フ
●

乏

の

根

拠
は

、

艘層

は

書細

見

医

あ

ま

つ

書
い

マ

な

く
、

「

人

《

食

潅
≧

「

つ

の

団

赫

に

つ

い

て・
皇ロ

い

ト

㌣

叶

ヒ

機
、

フ

、
曳

と

だ
●

モ

久

は

犬

ぱ

,

乏

れ

う

に

魅
う

受

吠
鯉

じ

た

ハ

ら

ゼ
う
・

フ
●

人
ぽ

妓
鱒
£

芝

鐘
つ

■

特
楓

金

欲
は

激
L

い

モ

の

刷

セ 「
幽

し

マ

乏

め

含
O

葛

分
、

.

又

O

損
し

し

人
の

お

め

に

破
う

喪

つ●

ぎ

甑

を

宮

然
の

た

め

k

佼7

た

ポ

タ

ー 、

ぞ

し

マ

倣
女

の

活
動
ξ

支・

2へ

5

フ、
ン

9

ナ

バげ

ト
塵

フ

尺

トO

こ

欺

け

魅・カ

馬
で

興
味
'

深
い

●

冬

料
臥

、

誤
あ

と
ワ

陛

よ

)

忙
、

ナ
ぐ/

∋

?

吐

ト

一
7

ス

ト

の

括

勧
は

幅,一

仏

<
㌧

芝

れ
k

加

わ

馬9

犬
マ

{

教

ろ
い

隔

国

会

法
刷

ラ

権

利
墓

で

与
・

入

う

れ

7

い

5 、

『

し

ハ

L
、

肩

叛
、

㌧

丸

な

観

織
芝

創
う

り

け

人

ぱ

な

、
⊆!

な
"

の

嚇

恥

追
遅
し

て

で

マ

⇒
㌧

し

疑
周

O
、
」

乳
蚕 .

容
・

ス

は

す

ぐ

分

瓶

昌

と

田
哩
・

フ

,

し

ハ

し

《

か
,

た
ヒ

、

＼

ラ

で

ど
・
「ノ

に

モ

な

9

な
い

6ー

か

悲
{

い
ゆ

*

書

き
終

わ

っ
て

か
ら

、
自

己
評

価

し
よ

う
。

123

自
分
の
考
え
を
人
に
よ
り
よ
く
伝
え
る
た
め
、

・
適
切
な
根
拠

(事
実
や
具
体
例
な
ど
)
を
書
こ
う
と
し
た
か
。

・
誤
解
の
な

い
、
わ
か
り
や
す

い
表
現
を
め
ざ
し
た
か
。

友
達
の
考
え
か
ら
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
た
、
自
分

の
考
え
が
書
け
た
か
。

こ
の
作
文
を
書
く
こ
と
を
と
お
し
て
、
自
分

の
考
え
が
深
め
ら
れ
た
か
。

紋8廼 の
BBBB

CCCC

一12一



(プ リ ン ト4)

〈 自 己 評 価 表 〉 2年()組( )グ ル ー プ 氏 名(

1.グ ル ー プ員 と して 協 力 して 学 習 に取 り組 ん だ か 。

2.自 分 の 意 見 や 考 え を 述 べ る こ とが で き たか 。

3.文 章 か ら必要 な情 報 を得 る こ とが で き たか 。

〕

〕

〕

C

C

C

B

B

B

A

A

A

〔

〔

〔

*時 間 の 余 裕 が あ っ た ら、 今 日の 授 業 の 感 想 を 書 いて 下 さ い。

)

縛 礁
蒙 難
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ヤ
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難脚 職

躍 ま

蟹

・

恥!

欄

1弾鱗構畷
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レぞ にらや
　鯉 へ 網

踊 一∴ 蒸

購

鱗ぞ

箋 審

ド

!

3ま と め

説 明 的 文 章 班 で は、 検 証 授 業 の事 前 と事 後 に 「説 明 的 文 章 の読 み 取 り」 「意 見 発 表 の 聞 き取

り」 の そ れ ぞ れ の場 面 に お いて、 主 に 「相 手 の意 見 とそ の 根 拠」 「自分 の意 見 と そ の 根 拠 」 に

対 して、 生 徒 に ど の よ うな意 識 の変 容 が 見 られ るか ア ンケ ー ト調 査 を行 っ た。 囲はい

圓どちらかというとはい
¥一 つう

(1)生 徒 の意 識 の変 容(ア ン ケー ト集 計 結 果抜 粋 、 上 段 事 前 ・下 段 事 後)署 蒜 磐 というといいえ

① 説明 的文章 を読 んだ ときに、筆者 の ものの

見方や考 え方 を理解 しよ う と して い ますか。

0 20 40 so $o 100

② 他 の人 の意見 や考 えを聞いた ときに、 その

人 の見方 や考 え方 を理 解 しよ うと してい ます

か。

0 zo 40 so ao lOd
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③ 自分 自身 の意見 を もっ ことは大事 だ と思 い

ます か。

0 20 40 60 80 100

④ 説 明 的 文 章 を読 ん だ と きに、 そ こで述 べ ら

れ て い る こと に対 して 自分 の意 見 を も と う と

して い ます か 。

0 20 so so 100

⑤ 自分 の意見を人 に伝え る ことは大事 だ と思

い ますか。

0 20 40 so so 100

⑥ 他 の人 の意 見 か ら、 自分 の 考 え を 改 め た り

深 め た り しよ う と して い ます か。

020406D80100

② 考 察

① 多 様 な考 え を もっ こ とが で き る教 材 を使 用 した こ とで 、生 徒 一 人 一 人 が 興 味 を も って話

合 い に取 り組 め、 意 欲 的 な活 動 が み られ た。

② 「根 拠 に基 づ い た 自分 の意 見 を もっ」 「最 終 的 に意 見 文 を書 く」 の よ うに 、 学 習 活 動 を

明 確 に示 した こと に よ り、 生 徒 が 目標 を は っ き り させ て学 習 す る こ とが で き た。 それ に よ

り、 多 くの生 徒 が 「自分 の意 見 を もっ こ との重 要 性 」 と 「意 見 を人 に伝 え るこ との 重要性 」

に気 付 くこ とが で き た。

③ 小 集 団 に よ る話 合 い活 動 を通 じて 、 他 の考 え方 に触 れ る こ とに よ り、 自分 の 考 え を深 め

る生 徒 が 多 か っ た。

④ 事 前 の トレー ニ ング用 ワ ー ク シー トの使 用 に よ り、 生 徒 が 意 見 文 の形 式 や そ れ の 読 み 取

りに慣 れ る こ とが で き、 意 見 文 を 書 く際 の参 考 に もな った。

(3)今 後 の課 題

① 小 集 団 に よ る話 合 い 活動 の結 果 を 、 学 級 全 体 に フ ィー ドバ ック して い く方 法 と時 間 の確

保 にっ い て、 さ らな る工 夫 が必 要 で あ る。

② 意 見 発 表 とい う学 習 形 式 に お い て 、 主 体 的 な 目的 意 識 が もち に くい生 徒 に対 して、 どの

よ うな 指 導 や助 言 を して い くか に っ い て は、一 層 の工 夫 が 必 要 で あ る。

③ 生 徒 が 主 体 と な って行 う活 動 を、 生 徒 の発 達 段 階 に配 慮 して 、 意 図 的 ・計 画 的 に3年 間

の指 導 計 画 に位 置 付 け て い く必 要 が あ る。
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IV文 学的文章班

1研 究 の ね ら い

文 学 的 文 章 班 で は、 思 考 す る こ との楽 しさ が味 わ え る よ うな教 材 を選 択 し、 「考 え る力 」 を

養 う指 導 法 を工 夫 した。 生 徒 が 他 の考 えか ら学 ん だ こ とを生 か し、 自分 の考 え を深 め、 そ の 内

容 を 総 合 的 に判 断 す る態 度 を もっ た め に、 討 論 の一 形 式 で あ るパ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョンを設 定

した 。 パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ンを取 り入 れ る こ とに よ り、 「考 え る力」 と して 注 目 し た要 素 を

お さえ な が ら、 体 験 的 な学 習 や 問 題 解 決 的 な学 習 の充 実 を図 る こ とが で き る と考 え た。

この 研 究 に と りか か った当 初 の主 題 設 定 の た め の授 業 分 析 か ら、 最 近 の傾 向 と して 、

・ 「自分 の 意 見 を もて な い生 徒 が 増 え て い る。」

・ 「聞 く力 が 弱 く、 他 の 意 見 を うま く取 り入 れ る ことが で き な い。」

・ 「答 え を す ぐ に求 め、 じっ く り考 え を ま と め るの が 苦 手 で あ る。」

な ど の 問題 点 が 挙 げ られ た。 特 に一 斉 授 業 の 中 で は、 自分 で で き なか っ た と らえ 方 を 知 り、 と

らえ方 の違 い を 許容 し、新 た な 視 点 を もっ こ と は なか な か 難 しいの が 現 状 で あ る。

これ らの解 決 の た あ に、 以 下 の ね らい を 設 定 した。

(1)思 考 す る こ との 楽 しさが 味 わ え る、 読 み ごた え の あ る教材 を選 択 す る。

② ワー ク シー トを工 夫 し、 自分 の 力 で学 び、 読 み とれ る手 だ て を示 唆 す る。 また 、 常 に 自分

の考 え の根 拠 とな った教 材 文 の叙 述 に 戻 らせ、 文 章 表現 や音 声 表 現 の論 理 的 な 裏 付 けを確

認 さ せ る。

(3)個 人 の読 み 取 りを行 った上 で小 集 団 の話 合 い を適 宜 行 い、 自分 の意 見 と の違 い を 見 付 け、

検 討 して い く習 慣 を付 け させ る。

(4)討 論 の一 形 式 で あ るパ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョンを取 り入 れ、 自分 の考 え を深 め て い く 「場 」

を設 定 す る。 特 別 な 「場 」 を設 定 す る こ とで他 の考 え方 を認 め、 自分 の変 容 を 意 識 さ せ る。

パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョンを選 択 した主 な理 由 は以 下 の通 りで あ る。

① これ か らの時 代 に必 要 な情 報 収 集 能 力 、 論 理 的 思 考 力 、 討 論 す る力 な ど を育 成 す る方 法

と して 有 効 で あ る。

② パ ネル デ ィス カ ッ シ ョ ンで は三 っ 以 上 の立 場 が 設 定 で き、 自分 の立 場 を明 らか に して臨

む こ とが 必 要 で あ る。 ま た、 反 論 す る だ けで な く、他 の考 え を吸収 し、協調 した り認 め合 っ

た りす る こ とが 可 能 で あ る。

③ フ ロ アー メ ンバ ー との 質 疑 応 答 も行 わ れ る た め、 一 度 に多 くの生 徒 が 参 加 で き る。

④ パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ンに ロ ール プ レイ ングの 要 素 を加 え る こ と に よ り、 登 場 人 物 の心

の葛 藤 を よ り具体 的 に表 現 させ る こ とが で き る。

価値観 が多様化 して いる現代社会 において は、優れた文学作品が生徒 に与え る感動 を大切 に

しなが ら、生徒一人 ひとりの 「考え る力」を養 って い くことが、国語科 の大 きな課 題 で あ る。

本研究 では、初 発の感想 か ら読みを深めて い く過程 で、論理的 な思考 に基づ いた適切 な表現が

で きるよ うにな ること、 さまざまな表現 活動を通 して 自分の考えを よ り確か な もの と して獲得

させ る ことが ね らいであ る。 これ らの 「考え る力」 にっ なが る指導法 を工 夫 して い くことが、

これか らの社 会の変化 に主 体的 に対応 で きる能 力を高め る学習 と して効果的で あると考 えた。
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2指 導 の 実 際

(1)【 研 究 テ ー マ との 関 連 】

本 研 究 にお いて は、 「表 現 活 動 」 の 中 か ら文字 言 語 に よ る文 章 表 現 活 動 と、 音 声 言 語 に よ

る話 合 い活 動 を選 び授 業 に取 り入 れ る こ と と した。

特 に 、 パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ンを取 り入 れ る こ とに よ り、 そ の準 備 段 階 で の ワ ー ク シ ー ト

を利 用 した文 章 表 現 活 動 、 そ れ を基 に した グル ー プ討 議 ・全 体 討 議 に お け る音 声言 語 活 動 を

行 い 、 考 え る力(生 き る力)の 育 成 に つ な げ よ う と考 え た。

① 文 章 表 現 活 動(ワ ー ク シー トを 中心 と して)

問 題 解 決 学 習 の形 を取 りなが ら内容 を把 握 して い くため の ワー ク シー トを準 備 し、 ステ ッ

プ を 踏 ん で い け ば理 解 が 深 ま り、 パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ンが 充実 す るよ うに 工 夫 した。

生 徒 は ワー ク シー トの完 成 の た め に か な り時 間 を費 や す こ と にな るの で 、 授 業 時 の 机 間

指 導 や 回 収 して の指 導 等 で個 々 の生 徒 の進 み具 合 を っ か ん で お くこ とが 大 切 に な っ た。

② 音 声 言 語 活 動(パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ンを 中心 と して)

パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ンを第 一 学 年 か ら計 画 的 にや る こ とに よ って 、 生 徒 が この方 法 に

慣 れ た状 態 で、 この作 品 に取 り組 む こ とが望 まれ る。 例 え ば 、 一 年 生 は 「少 年 の 日の思 い

出 」、 二年 生 は 「走 れ メ ロ ス」・「平 家 物 語 ・扇 の 的」 等 が 適 して い る と考 え られ る。

② 【教材】 「子馬』

(3)【 教材観】 『子馬」 は中学二年生 用の教科書 にかって収録 されて いた、 ノーベル文学賞 を

受賞 した作者 の文学教材 であ る。 この作品 は、 ロ シア革命後の内線 のさなか に、赤軍 の兵

士で ある トロフィムの乗馬 か ら生 まれ た子馬をめ ぐる生 と死を描 いた小説で あ る。今回設

定 した指導 目標 を考 え る時、最 高学年を控え た中学二年生が、登場人物 の心情 を読 み取 り

その人間像 に迫 ってい く際、読 み ごたえが あ り、加 えて文学作品 として も叙述 にす ぐれた

もので あ ることが望 ま しいと考えた。 さ らに本作品 は、戦時下 とい う状況設定 におかれた

人間 の心理 ・思考 ・判断 それぞれの生 き方 が もっ真実 を、 自分 と他者 、 そ して社会 と

のかか わ りを意識 し始 める二年生 にと って は多様 で深 い読 み取 りので きる作 品 と考 え、選

定 した。

(4)【 指導 目標】

① ものの見 方や考え方 を広 くし、 自分 の立場 を明 らかに して適切 に表現 す る能力を高め さ

せ る。

② 登場 人物 の心情 にっ いて、生徒相互 の発言 を通 じて 自分 自身 の初発 の感想 か らの深 ま り

を確認 させ る。

㈲ 【指導計 画】-8時 間扱 い
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1

次

2

次

3

次

作 品 の 内 容 を っ か む。(4時 間)

第1時 一 教材 を提示 す る。

全文 を範読す る。

登場人物を確認 させ る。

粗筋 を簡単 に押 さえ させ る。

初発の感想 を書かせ る。

ワ ー ク シ ー ト ①

(1)

第2時 一 初 発 の感 想 の紹 介 をす る。(短 時 間 で)

第3時 一 場 面 に分 け人 物 の気 持 ち の揺 れ に注 目 して 、 登 場 人 物 が そ れ ぞ れ ど の よ う

な 人物 で あ るか押 さえ させ 、 問 題点 を整 理 す る。(1)・(2)・(3)

⇒ ワ ー ク シー ト ②

第4時 一 前 時 の ワ ー ク シー ト ② を 確 認 す る。

次 時 予 告 。 心 情 的 に 自分 が一 番 理 解 で き る人 物 は誰 か を決 め、 最 終 的 に パ

ネ ル デ ィス カ ッ シ ョンを す る こ とを知 らせ る。(1)・(2)・(3}

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 準 備 し、 行 う 。(3時 間)

第5時 一 ステ ップ1

① 登 場 人 物 の 中 で、 自分 が 一 番 心情 的 に理 解 で き る人 物 を 選 び、 そ の 根 拠

とな る部 分 は ど こか を 記 入 す る。 ② ・(3}

⇒ 〈個 人 で約20分 〉

② 選 ん だ人 物 によ り小 グル ープ に分 か れ 、 ワ ー ク シー ト③ を持 ち 寄 り意 見

交 換 を す る。(3)。(4)

⇒ 〈グ ル ー プ で約10分 〉

ステ ップ2

① 選 ん だ人 物 に な り き って発 表 す るた め の要 点 を ま とめ る。(2)・ ㈲ ・(4)

⇒ 〈個 人 で 約10分 〉

第6時 一 ス テ ップ2の 続 き

② 人 物 に な り き って ワー ク シー ト ④(パ ネ リス ト原 稿)を 書 く。 ㈲ ・(4}

⇒ 〈個 人 で 約30分 〉

③ 他 のパ ネ リス トへ の質 問 事 項 を考 え る。(2)・(3)

⇒ 〈個 人 で 約15分 〉

第7時 一 ス テ ップ3(本 時)～ パ ネル デ ィス カ ッ シ ョ ン

パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョンの形 式 を と って読 み を 深 め る。

他 者 の意 見 で 自分 と違 う もの を メモ す る。(1)・(2)・(3)・(4)・(5)

⇒ ワ ー ク シー ト ③

学 習 の ま とめ を す る。(1時 間)

第8時 一 全 体 の ま と め ⇒ ワー ク シー ト⑤

登場人物 の理解 、 どの よ うな生 き方 を した いか、評 価 などに分 けて記入 す る。 ⑤
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※ 表 中 の(1)～(5)は 、 「考 え る力」(本 研 究 に際 して 注 目 した もの)の うち、 該 当 時 間 で

の 指 導 目標 に関 係 す る力 で あ る。

(1)情 報 を 正 し く受 け取 る力(2)必 要 な情 報 を分 類 ・選 択 す る力

(3)根 拠 に基 づ いて 自分 の考 え を もっ 力(4)自 分 の考 え を人 に よ りよ く伝 え る力

(5)他 の 考 えか ら学 ん だ こ とを生 か し、 自分 の考 え を深 め、 総 合 的 に判 断 す る力

(6)【 本時 の展開(第7時)】

学 習 内 容 学 習 活 動 評 価 の 観 点

導
・学 習 のね らい を確 認 す ・事 前 に そ れ ぞ れ の立 場(パ ネ リス ト ・フ

る 。 ロア メ ンバ ー)に 分 か れ て着 席 して お く

入 ・パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ン の 流 れ を 確 認 す る
。

・パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ 〈パ ネ リ ス ト〉 〈フ ロ ア メ ン バ ー 〉

ン を 行 う 。

① 司 会 に よ る テ ー マ の説 トロフィム ・中 隊長 ・将 校 な どに分 か れ る。

明 とパ ネ リス ト紹 介

展 ② パ ネ リス トに よ る1回 主張 の根拠 を明 ら それぞれの立 場 か らの (パ)

目の発表 か に して発 表 す る。 発表 を明確に聞き取 る。 発言の仕方 を工

(必 要 に応 じメ モ す る) 夫 して い る か 。

根拠 に基づ いた

意見を述べて い

る か 。

(フ)

o それぞれの立場

③ パ ネ リス ト相 互 の質 疑 他 の立場 に対 す る 聞 き取 りの整理 の違 いが理解で

応答 質 問 ・批判 を中心 質疑応答の対策 を練 る。 き た か 。

に発 言 す る。 発言 の根拠が叙

④ フ ロア メ ンバ ー も交 え 自分 の立場 を明確 に して話合 い に臨む。 述 に基づ いてい

て の全体討議 る か 。

(各 立場 ごとの話合 い

『作戦 タイム』 を必 要

開 に応 じて設 け る。)

⑤ パ ネ リス トに よ るま と パ ネ リス トが 話 合 聞 き取 りの ま とめ をす 他 の意見か ら学

めの発言 いを経 ての 自分 の る 。 ん だ ことを生 か

考 え を ま とめ る。 し、 自分 の考 え

を深 め る ことが

で きたか 。

ま

と
⑥司会者 によ るま とめ ・教 師 の評 価 を 聞 く

め
・話合いの成果を評価する ・次 時 の予 告 を 聞 く

※ 表 中 の(ノ 《)・(フ)は 、 そ れ ぞ れ パ ネ リ ス ト ・ フ ロ ア メ ン バ ー を 表 す 。
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(7)【 工 夫 、修 正 、 改 善点 】

① 初 発 の感 想 と並 行 して、 人 物 の 関 係 図 を 書 か せ る こ と に よ って、 興 味 を も って 取 り組 め

た生 徒 が 多 くい た。

② ワー ク シー ト② で、 心 情 曲線 を記 入 させ る よ う に工 夫 す る こ とに よ って、 作 品 に 表現 さ

れ て い る生 命 観 や生 と死 の 関 係 を う ま くと らえ る こ とが で きた。

③ パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョ ンを行 う と き、 例 え ば、 トロ フ ィ ムの立 場 だ った ら 「最 後 の トロ

フ ィム の微 笑 み」 の意 味 は何 か等 、 重 要 と思 わ れ る論 点 は黒 板 に掲 示 した の で、 話 合 い の

焦 点 がず れ な か った。
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3ま と め

文 学 的文 章 班 で は、6回 の研 究 授 業 を行 い な が ら、 本 研 究 の ね らい に迫 るべ く改 善 を加 え て

き た。 パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン とい う討 議 形 式 を取 り入 れ、 そ の準 備 段 階 で の ワー ク シ ー トを

利 用 した文 章 表 現 活 動 、 そ れ を基 に した小 集 団 で の話 合 い と、 全 体 討 議 とい う音 声 言 語 活 動 を

行 い、 「考 え る力 」 の 育 成 を試 み た研 究 で あ る。 学 習 活動 の 過 程 に従 い、 そ の 成 果 を ま と め て

み る。

(1)考 察

① ワ ー ク シー ト

パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ンに向 けて 、 個 の立 場 ・考 え を確 立 して い くた め の重 要 な部 分 で

あ る。 根 気 の い る個 人 作 業 で あ るが 、 作 品 と向 か い合 う時 間 で あ り、 自分 自身 の読 み取 り

を 確 認 し、 新 た な発 見 を し、 疑 問 を ま と めて い くス テ ップで あ る。 人 物 関 係 図 ・心 情 曲 線

な どで よ り発展 的 に興 味 を も って 書 き込 み をす る姿 が み られ た。 結 果 と して 、 自分 対 作 品

とい う関係 を じっ くり とっ くる こ とが で き、 よ り主 体 的 に取 り組 む 姿 勢 が 見 られ た。

② 小 集 団 の話 合 い

自分 の立 場 を 明 らか に す る段 階 で の 小集 団 の話 合 いは、 自分 と同 様 の意 見 や異 な る根拠 ・

見 方 を知 る こ とに よ って 考 え を広 げ、 パ ネル デ ィス カ ッ シ ョ ンへ 向 けて の 自信 を もっ こ と

が で きた。

③ パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョン

〈 パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョンの特 徴 を生 か して〉

・ パ ネ リス トに限 らず、 フ ロア ー メ ンバ ー も含 め、 全 員 が討 論 に参 加 で き得 る形 式 で

あ る。 したが って 一 人 ひ と りの参 加 者 が 、 自分 自身 の立 場 と考 え を し っか り と もっ と

い う こ とが 大 前 提 で あ る。 そ の意 味 で主 体 的 に準 備 に取 り組 む意 欲 に結 び付 け る こ と

が で き た。

・ 討 論 の 過程 の 中 で 、 自分 自身 の 立 場 や 考 え を変 え る こ とが 認 め られ て い る の で、 小

集 団 の 中 で の意 見 に固 執 す る必 要 が な く、 個 の 意 見 を の び の び と主 張 す る こ とが で き

た。 そ れ と と もに、 個 の 変 容 も大 切 な要 素 と して お 互 い に認 め合 う ことが で き、 一 層

の作 品理 解 、 友 人 の 理 解 にっ な が っ た。

この よ う に個 々 の 丹 念 な読 み 取 りが 、 小 集 団 か ら全 体 の討 議 へ と進 む 中 で、 思 考 した り

表 現 した りす る ことの楽 しさを味 わ いっっ、 「考 え る力 」 を養 うこ とが で きた と考 え られ る。

(2)今 後 の課 題

① ワー ク シー トの学 習 に お い て、 機 械 的 な作 業 に 陥 らな い よ う に しな けれ ば な らな い。 そ

の た め に は、 初 読 に お け る生 徒 の問 題 意 識 を持 続 させ、 発 展 させ る ワ ー ク シ ー トの更 な る

工 夫 が 必 要 で あ る。

② パ ネル デ ィス カ ッ シ ョンの扱 い は一 時 限 で あ り、 単 発 的 な質 疑 応 答 に終 わ らぬ よ うに し

な けれ ば な らな い。 そ の た め に は、 パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ンの準 備 段 階 か ら、 論 点 を 絞 っ

て お くと い う方 法 も考 え られ る。

③ パ ネル デ ィス カ ッ シ ョ ンを全 体 の指 導 計 画 の 中 の どの段 階 で 行 うの か。 読 み 取 りの ため

の パ ネル デ ィス カ ッ シ ョ ンか 、 読 み を発 展 さ せ るた め のパ ネ ル デ ィ ス カ ッシ ョ ンか 等、 そ

の 目的 を しっか り踏 ま え て お く ことが 大 切 で あ る。
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V研 究のまとめ と今後の課題

今 年 度 は研 究 主題 を 「表 現 活 動 を通 して考 え る 力 を養 うた め の指 導 法 の工 夫」 と設 定 し、 音

声 表現 、 文章 表 現 とい う表 現 活 動 を通 して 「考 え る力」 を っ け るに は ど う した ら よ いか にっ い

て研 究 した。 「考 え る力」 を 養 う ため の要 素 を あ げ、 「生 徒 一 入 一 人 が 、 自 分 の 考 え を 表 現 し、

人 の 考 え を受 け取 る と い う活 動 を繰 り返 し行 って い く ことで 『考 え る力 』 が 養 わ れ て い くの で

は な いか 」 と考 え た の で あ る。

説 明 的 文 章 班 で行 った生 徒 の実 態 調 査 で は、 自分 の意 見 や考 え を も って いて もな か な か入 前

で発 表 で きな い生 徒 が 多 い こ とが 明 らか に な った。 そ こで、 日常 の授 業 の工 夫 と計 画 的 な指 導

を ね らい と して 、小 集 団 に よ る話 合 い活 動 、 話 し合 った 内容 の発 表 、 そ れ を も と に意 見 文 を 書

く とい う授 業 形 態 を 試 み た。 あ わせ て、 新 聞 の投 書 な どを 用 い、 書 き手 の もの の と らえ 方 や 考

え方 に対 して 、 自分 の 意 見 や考 え方 を もっ練 習 も させ た。

これ らの 指 導 を行 った結 果、 話 した り書 いた りす る と き に、 人 の 意 見 を聞 いて 自分 の意 見 に

生 か した り、 根 拠 に基 づ い て意 見 を述 べ る こ とを 意 識 して行 う生 徒 が 多 くな った。 また、 説 明

的 文 章 の 内 容 を読 み取 って い く上 で 、 課 題 発 見 学 習 の方 法 を学 ばせ る こ とがで き・た の も成 果 の

一 つ で あ る
。

文学 的 文 章 班 で は、 ワ ー ク シー トを使 用 した個 人 の読 み取 り、 さ らに そ の読 み 取 りを 踏 まえ

た 小 集団 に よ る話 合 いを 重 ね 、 パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョ ンへ とっ な げ る指 導 を 試 して み た。 特 に

パ ネル デ ィス カ ッ シ ョ ンで は、 ロー ル プ レイ ン グの要 素 を加 え る こ とで 、 作 品 の 主 題 にか か わ

る登 場 人 物 の 心 情 を具 体 的 に表 現 させ よ う と した。

指 導 の結 果 、 自分 の意 見 を根 拠 に 基 づ いて 相 手 にわ か りや す く伝 え る こ との大 切 さに気 付 い

た生 徒 が 増 え 、 意 欲 を も って主 体 的 に学 習 に取 り組 む姿 が 見 られ る よ うに な った。 ま た、 他 人

の意 見 を聞 く こ とに よ って 自分 と は異 な る考 え にふ れ る場 面 を与 え られ 、 よ り 自分 の 意 見 にっ

い て の 考 え を 深 め る意 識 付 け に もな った よ うで、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ3ン で は、 活 発 な意 見 交

換 が行 わ れ て い た。

これ らの研 究 の 結 果 、 生 徒 た ち は、 「主 体 的 に考 え る」 こ とを通 して 、 思 考 の 深 ま る過 程 を

体験 で きた。 ワ ー ク シー トの完 成 、 話 合 い活 動 にお け る意 見 交 換 等 を 通 して 、 自 らの考 え の深

ま り を意 識 で き た こ とは大 きな成 果 で あ った 。

生 徒 の この よ うな主 体 的 な 思 考 活 動 を 定 着 さ せ る に は、 計 画的 、 系 統 的 、段 階 的 な 指 導 が 不

可 欠 に な って く る。 指 導 計 画 の 立 案 や 教 師 の援 助 の仕 方 も含 め、 生 徒 の 発達 段 階 や お か れ た環

境 な どを考 慮 した学 習 形 態 を 工 夫 して い く こ とが今 後 の課 題 とい え るで あ ろ う。
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